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１ 各ＰＭが優れたリーダーシップを発揮し、コンソーシアム内の研究者を

各プロジェクトが考える「ありたい姿（※）」、「事業化構想」（ビジネス
モデル、収支モデル）の策定支援を進めてきたが、現時点では実現性
をもって描かれておらず、最初の一歩を投資しようという者がでてくる
状況づくりは道半ば

的確に牽引し、高いパフォーマンスを発揮、研究開発における独創性、
  先進性について優れた部分を数多く確認

２ 専門家（ビジネス戦略、知財戦略の専門家）のサポートを得て、

※プロジェクトが成功し、その成果が事業として展開し、社会に定着した将来（2030年以降）の絵姿

総括 MS目標に対する進捗状況
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プロジェクトを細かくみると、挑戦的な研究開発として目指している研究目標達成までの道筋が明確ではないものが見られる。これらについて、
国際的なトップジャーナルへの発表や、世界的な特許マップの検証など、エビデンスと共により信頼度の高い評価、解析が必要。



目標５の「2030ターゲット」
【ターゲット１】
微生物や昆虫等の生物機能をフル活用し、完全資源循環型の

食料生産システムのプロトタイプを開発・実証する。

【ターゲット２】
食料のムダを無くし、健康・環境に配慮した合理的な食料消費を促す

解決法のプロトタイプを開発・実証する。

生産性と再生可能な農業 減化学肥料 

自然環境の修復

フードロス削減

人と地球健康に向けた食と栄養 

農業
（畜水産業含）

農業
（畜水産業含）

食料

※ 2030ターゲットは、【ムーンショット目標５】「2050年までに、未利用の生物機能等のフル活用により、地球規模でムリ・ムダのない持続的な食料供給産業を創出」研究開発構想
（令和２年３月 農林水産省）
※ フードロスは、関連用語として、食品ロス、食料ロス、フードウェイスト、食品廃棄物、フードロス＆ウェイストなどがあり、人により、また扱う課題により、対象が異なっている。以下、本資料

では、単に捨てられた食料のみならず、農場から持ち出されなかった農作物なども含めて、『生産されたが食べられなかった農産物や食品』 を広くフードロスと捉え、削減すべき対象として
いる。

タンパク質供給源の多様化
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目標達成に向けた進捗状況（1/2）

・牛からのメタン発生抑制技術に目途。地球温暖化防止
に向け、研究・事業を加速

・土壌環境の総合的な解析・情報利用研究が進展。化学
肥料の使用削減に向けた事業化構想の策定等を支援

・化学農薬に依存しない害虫防除に目途。作物の生産性
向上等に向け、研究・事業を加速

・多様な遺伝情報をフル活用する研究が進展。作物の生
産性向上等に向け、事業化構想の策定等を支援

※ターゲットの主な課題ごとに詳細な国際ベンチマーク調査（論文、知財、
市場規模、事業化動向）を実施し、研究の進め方を支援。

・作物生産関係で東南アジア南アメリカ等と、土壌関連で
EU諸国と国際連携を協議中

各々でプロトタイプ（試作品、知財 and/or 事業構想）作りを進めてきた。
⇒ 明確化したものから、その実証に向け、研究・事業の加速化を図っている。

生産性と再生可能な農業 

減化学肥料 

自然環境の修復

農業
（畜水産業含）
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・昆虫の家畜化によるタンパク質生産の多様化が進展。事業
化構想の策定等を支援

・革新的な循環型細胞培養によるタンパク質生産に目途、
SBIR予算獲得に成功

・未利用液化天然ガス(LNG)冷排熱等の新技術を活用した
フードロス削減に関する事業化構想の策定等を支援

・血中アミノ酸プロファイルの改変による疾病改善等の研究が
進展。事業化構想の策定等を支援

目標達成に向けた進捗状況（2/2）
※ターゲットの主な課題ごとに詳細な国際ベンチマーク調査（論文、知財、

市場規模、事業化動向）を実施し、研究の進め方を支援。

・培養肉のLCA関連でヘルシンキ大学と国際共同研究を開始

各々でプロトタイプ（試作品、知財 and/or 事業構想）作りを進めてきた。
⇒ 明確化したものから、その実証に向け、研究・事業の加速化を図っている。

フードロス削減

人と地球健康に向けた食と栄養 
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農業
（畜水産業含）

食料

タンパク質供給源の多様化



プログラムマネージメント
（国際ベンチマーク調査） （知財・事業化）

（産学連携・事業化） （国際連携） 
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目標５
2050年までに、未利用の生物機能等のフル活用により、
地球規模でムリ・ムダのない持続的な食料供給産業を創出

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050
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【状況】

・肥料利用の限界

（国際連携、マーケティング等）
知財戦略

達
成
度 or 

普
及
度

目標達成に向けた計画
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事業構想の高度化

事業家との
 対話・自立化

・有用農林水産生物・環境
情報の収集・利用の高度化

・環境にやさしい家畜タンパク質
生産への転換

・食品ロス等の収集・保存・加工
・高付加価値化、システム化

・食材をムダなく利活用
する社会への転換

・高度管理圃場・施設の拡大

・地球と人にやさしい
食料生産システム
への転換

・消費・物流・天候等の情報を
フル活用したロスの大幅削減

・食品食材ロスの再利用率増

・地球にやさしいタンパク質生産
手法の普及、増産のためのプ
ラント建設、システム構築

・食品・食材ロスの発生抑制

・作物・圃場利用の大幅改革

【大規模化・社会変容】【プロトタイプ → プラント化・事業化】

20292025 20302026 2027 2028
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自立のイメージ
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起業、外部資金調達
• 投資の呼び込み
• 事業化人材との共同活動

標準化
• 評価方法(培養肉など)
• 製造方法(昆虫粉など)
• 測定方法(牛メタンなど)
• モニタリング(土壌健康度など）

他のプロジェクトへの展開
• 委託プロジェクト
• SBIR

自立

ムーンショット目標５
食料生産

食料消費

事業構想
収支計画

【事業展開要素】

人材

資金

標準化

展開
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